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市道改良工事に伴って、令和 3年 10月から 12月まで、浜部遺跡の発掘調査をおこない

ました。新たに２基の古墳を発見しました。今号では調査の様子を速報します。 

浜部遺跡とは 

調査地点航空写真（上が南東）令和 3年 12月 21日撮影 

 

今回の調査 

遠州灘の海岸平野に東西方向に延びる砂堤列上の、標高 1.5ｍ付

近に立地します。昭和 30年代に田んぼから古墳時代中期末（今か

ら約 1,550 年前）の土器が出土したことで発見された遺跡です。

これまでに 4 回の調査がおこなわれていますが、まとまった面積

の調査は今回が初めてです。 

 

遠州灘 

令和 3年度 
古墳 

は ま べ 
磐田市最南端の古墳を新発見！ 

浜部遺跡発掘調査速報 文化財課 

キャラクター 

ともちゃん 

今ノ浦川 

仿僧川 
ぼうそう 

市道の予定範囲のうち 830㎡を発掘調査の対象としました。標高 1ｍの場所で直径約 10ｍ

の円墳２基の周溝（古墳の周りに掘られた溝）が見つかったほか、溝７条、土坑５基なども

見つかりました。検出された古墳はいずれも新発見で、海岸近くで古墳が見つかったのは市

内で初めてです。 

 

昭和 30年代に田んぼから 

見つかった土器（須恵器） 

調査地点 

昭和 30年代 
古墳時代の土器出土推定地 
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磐田市最南端の古墳！ 

市内の古墳は大半が磐田

原台地上にあり、海岸付近の

砂地での古墳の発見は、稀で

す。 

江戸時代の浜部村絵図を

見ると、調査地点付近はすで

に村の一部として土地利用

されています。江戸時代まで

には古墳の高まりは削られ

たと考えられ、盛土や埋葬施

設は残っていませんでした。 

中央の古墳の周溝からは

古墳時代後期（約 1,500年前）

の土器（須恵器）が出土しま

した。古墳時代には付近に村

が営まれ、村の有力者がこの

古墳に葬られたと考えられ

ます。 

 

南北に２基並んだ古墳のさらに南で、溝が１条検

出されています。調査区外へ延びるこの溝の周辺で

は、埴輪の破片がまとまって出土しています。この

溝は、古墳の周溝であると考えられます。 

埴輪は、比較的規模の大きい古墳の表面を飾る大

型のやきものです。今回見つかった古墳は径 10ｍ

で小ぶりなこと、出土量がそれほど多くないことか

ら、古墳全体に並べられていたものではない可能性

があります。 

出土した埴輪は、「朝顔
あさがお

形埴輪」という円筒状の

本体の上部が朝顔の花のようにラッパ状に広がる

ものです。今後、接合や復元作業を進めていきます。

その成果を、また文化財だよりでお知らせしますの

で、楽しみにしていてくださいね！ 

 

 

   

朝顔形埴輪 

（堂山古墳 

（東貝塚）出土） 

高さ約 80㎝ 

市内古墳分布状況 

紫色：古墳

緑色：台地 

 

真上から見た古墳（上が北） 

白色:古墳 水色:溝 

黄色:埴輪出土範囲 

発見 1 

発見 2 
埴輪が出土！ 
はにわ 

調査地点 

出土した埴輪 

朝顔形埴輪

の、黄色の

〇で示した

部分の破片

と考えられ

ます。 

出土した土器（須恵器） 
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開催しました！ 
ふるさと歴史たんけん隊を 

文化財課では毎年、市内の小学校 5・6年生を対象に磐田の歴史を楽しく学べる講

座を開催しています。今年度は、8月から 1月にかけて 5回活動しました。 

土器づくり 

勾玉づくり 

遺跡・古墳たんけん 

 発掘調査で見つかった遺物の洗い、接合をおこないました。

積極的に質問し、取り扱う遺物や仕事への理解を深めながら、

仕事をすることができました。 

 文化財課の仕事を紹介した企画展を見学後、本物の土器

を使用して拓本（※）を体験しました。完成した拓本は、活

動の記念に栞
しおり

にしました。 

 ふるさと歴史たんけん隊の活動を通じて、地域の歴史や文化

財をもっと好きに、自慢に思うきっかけになればと思います。 

来年度も、たんけん隊を開催する予定です。隊員募集の際に

は広報いわた、文化財だよりなどでお知らせします。 

埋蔵文化財センターの仕事体験 

企画展見学と土器の拓本 1 

2 

3 

4 

5 

ご参加いただき 
ありがとうございました 

土器の拓本をとる 

遺物の接合作業 

石を紙やすりで削る様子 

土器塚古墳の周囲をたんけん 

（※）遺物や石碑などの文様や文字などを紙に

写し取ること 

粘土で形を作る 完成した土器 

  

遠江国分寺跡や土器塚
かわらけづか

古墳などをた

んけんしました。街中にも遺跡や古

墳があること、その大きさを実際に

現地で体感しながら学びました。 

 市内の遺跡から出土した勾玉について学習後、自分だけの

勾玉づくりに挑戦しました。石をひたすら削る根気のいる作

業でしたが、集中して無事完成させることができました。 

 オリジナルの土器づくりに挑戦しました。理想の形に近づ

けるべく工夫をするなかで、古代の人々の土器づくりの技術

の高さを感じているようでした。 

たくほん 
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３月といえばひな祭り。この日に食べられ

ている「ひなあられ」にも地域差があるの

をご存知でしょうか。桃の花より、ひなあ

られ！いろんな種類を食べてみたいです。 

発行：磐田市教育委員会事務局教育部 
文化財課(磐田市埋蔵文化財センター) 
住所：〒438-0086 磐田市見付 3678-1 
電話：0538-32-9699  
◆WEB 版は市 HP から閲覧できます。磐田 文化財だより 検索 

 

  

 

   

 

  

 

 

 

 

  

 

  

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

編 
 集 
 後 
 記 

発掘ロマン 

 
コラム 
職員リレー 大石雅一 

磐田市ホームページで公開中 

WEB で文化財だよりを楽しもう！ 

 パソコンやタブレット、

スマートフォンなどから

閲覧できます！ 

 情報端末でいわた文化財だよりを楽しんでみませんか。磐田市ホームページでは、最

新号のほかバックナンバーも公開しています。バックナンバーの閲覧方法と、これまで

に発行した文化財だよりの中から今月のお勧めをご紹介します！ 

磐田市ホームページトップページ内のページ番号検索

に 1007901 を入力後、いわた文化財だよりのバックナン

バーの一覧から閲覧したい号数をダブルクリックしてく

ださい。 

●閲覧方法● 

●今月のお勧め● 

 文化財だより第 160・161号に掲載した、市内で実際に

使われていた民具を紹介すると共に、民具が語る歴史を

紐解いたシリーズ「民具が語る歴史」をお勧めします。 

紹介している民具は、竜洋郷土資料館で展示していま

す。ぜひ、あわせてご覧ください。 

今年度、人事異動で文化財課の所属になりました。 

今回、文化財だよりのコラムを書くにあたり、学生時代に割と時給の良いアル

バイトとして、「明暦の江戸大火」の災害跡の発掘調査に参加していたことを思

い出しました。 

毎日、ほこりや泥まみれになりながら、土をベルトコンベアに乗せる大変な仕

事でしたが、遺物が出るたびにそれにまつわる、当時のこと（知らなかった時代・

知らなかった世界）を知り、発掘って面白いんだなと感じていました。 

遺物が出土すると担当者を呼び、その話で、一緒に「すごいねー」「きれいだな

ー」など声をあげながら夢中になったこと、「江戸は火災都市だった」とか、「そ

の当時の気候はこうだった」などと学者並みの知識で話している作業員 

さんの目が輝いていたことなどを覚えています。 

 私も文化財を見て、楽しんで仕事ができるように、また、この地

域の文化財を紹介できるように、引き続き勉強していきます。 

 


